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１１１１ はじめにはじめにはじめにはじめに

ポートフォリオ（ ）学習は「総合的Portfolios

な学習の時間」でよく行われる学習法である。

成果物をファイリングすることで自分の学習の

進捗状況や達成状況を認識し、今後の学びの目

標や方向を見いだしたり、自分の学習課題を発

見したりするために役立つといわれている。そ

の電子版がディジタルポートフォリオであり、

ディジタル化により更に効果的なポートフォリ

オの作成と評価への活用が可能になる。

「 」平成１５年度より新設された普通教科 情報

では

・情報活用の実践力

・情報の科学的な理解

・情報社会に参画する態度

をねらいの３本柱としているが概して言うなら

ば、情報の特性や情報社会の仕組みを理解させ

るとともに情報を活用しながら自ら学んでいく

力の育成ということができる。学ぶ力を育成す

るためには自分の学習活動を振り返り改善して

いく活動が必要になる。そこで、教科「情報」

の授業の中にディジタルポートフォリオの活動

を採り入れることが有効であると考え、ディジ

、タルポートフォリオを採り入れた授業を実践し

その効果を調べることにした。

ディジタルポートフォリオ作成のためのツー

ルとしては製品版もいくつかあるがライセンス

料など費用の問題が大きい。そこで （ズXoops

ープス 、 （ムードル）といった最近ブ） Moodle

ログ等で使われていることの多いオープンソー

スの （ ）が、CMS Contents Management System

比較的使い易く簡単に構築できるのではないか

と考え、研究を進めていくことにした。県立学

校ではコンピュータ室や の整備が進みネLAN

ットワーク環境も整っていることから、それら

を活用してより効率的なディジタルポートフォ

リオの活動と評価が行えるであろう。

昨年度後期総合教育セ

ンターに内地留学する機

会をいただき、まとめた

ものをベースに現場での

実践を行っているところ

である。

２２２２ 研究研究研究研究のののの内容内容内容内容

2222----1111 ディジタルポートフォリオディジタルポートフォリオディジタルポートフォリオディジタルポートフォリオ作成作成作成作成のののの手順手順手順手順

このことについては本県総合教育センターの

資料「普通教科『情報』の指導に関する調査研

究 （平成 年 月）に分かりやすく記述され」 16 3

ている。ここではその要点だけを示したい。

2222----2222 ディジタルポートフォリオディジタルポートフォリオディジタルポートフォリオディジタルポートフォリオ作成作成作成作成のののの進進進進めめめめ方方方方

で作成した授業用ポータルサイトで、Moodle

前述の手順に沿ってディジタルポートフォリオ

作成の具体例を示してみたい。ブラウザを開き

次に示すサイトにログインし生徒本人が作業を

進めていくことになる。

何何何何をををを① 学習活動の記録や成果物として

を決める。収集収集収集収集していくかしていくかしていくかしていくか

↓↓↓↓

② 学習の中で活動の様子や作品のでき

るまでの しておく。過程過程過程過程をををを記録記録記録記録

↓↓↓↓

③ 学習活動の記録や成果物を適切に選

択して する。ファイリングファイリングファイリングファイリング

↓↓↓↓

④ 学習活動の記録や成果物についての

説明や する。自己評価自己評価自己評価自己評価をををを記録記録記録記録

↓↓↓↓

⑤ 教師との面談や 会などを通して発表発表発表発表

を行う。相互評価相互評価相互評価相互評価

↓↓↓↓

⑥ 問題点や を行う。課題課題課題課題についてについてについてについて修正修正修正修正



図１ トップ画面

①①①① 何何何何をををを収集収集収集収集していくかしていくかしていくかしていくか

授業ごとにねらいや生徒が何を学習し成果物

として何を収集していくかを時系列に示してい

る電子ファイル。

図２ 生徒画面１

②②②② 学習課程学習課程学習課程学習課程のののの記録記録記録記録

成果物を途中経過の場合も含めて登録（アッ

プロード）したり（図３ 、日誌に過程を記録し）

たりできる（図４ 。個人で作品の断片、画像等）

の素材を集めておくフォルダがあると良いなと

思った。

③③③③ ファイリングファイリングファイリングファイリング

作品をアップロード。

図３ 生徒画面２

④④④④ 自己評価自己評価自己評価自己評価のののの記録記録記録記録

学習活動に対する振り返りを日誌に記録。

図４ 生徒画面３

教師は次の図５のようにすべての生徒を把握

しコメントを入れたり評価を行う。コメントは

生徒に直ちにフィードバックされる。

図５ 教師画面１

⑤⑤⑤⑤ 発表発表発表発表とととと相互評価相互評価相互評価相互評価

単元のまとめの場面や中間発表で活用する相

互評価用公開ページ（フォーラム 。見た生徒は）

コメントを入力。

4図６ 生徒画面

⑥⑥⑥⑥ 課題課題課題課題のののの修正修正修正修正

図３の画面から生徒は作品の修正版を再登録

することができる。



2222----3333 授業実践授業実践授業実践授業実践

①①①① 指導計画指導計画指導計画指導計画

本年度後期よりディジタルポートフォリオの

活動をとり入れて授業実践しているところであ

る。中間試験までの内容を下表の通りまとめた。

週 指 導 計 画 表 作日 発 評

タイトル 内 容 品誌 表 価時数

１ 練習 課題作品のアップロード ○○moodle 2

２ マナー 携帯マナーについて考える ○ ○1

３ 情報の収集発信 ○情報発信のための表し方の工夫 2

４ とリンク ○○ ○ ○www 2

５ 情報発信と問題点 ○1

６ 情報の統合的な 表計算の演習 ○○1 2

７ 処理とコンピュ 表計算の演習 ○○2 2

８ ータの活用 表計算の演習 ○○ ○ ○3 2

９ 中間試験

※２単位につき基本的に週２回授業。

②②②② 指導案指導案指導案指導案

上記第２週目授業についてのものである。

○○○○携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話ののののマナーマナーマナーマナー

単 モラルマナー 携帯電話のマナーについて考える
元 実施日時 平成１８年９月２８日（木）AM第1限・PM第5限目
名 実施クラス 学悠館高等学校情報Ａ選択生（AM25名、PM25名）

教 科 書 第一学習社 口絵⑩
目 情報機器利用マナーについて考える。
標 学習の記録（ディジタルポートフォリオ）を活用して自己の振

り返り、相互評価ができる。
評 関心・意欲前向きに授業に参加し作品集を作ることができる。
価 ・態度
の 思考・判断 他の生徒の作品を正しく評価し文章で表現できる。
観 技能・表現 ネットワークを通じて充分な評価活動ができる。
点 知識・理解 ネットワーク上のコミュニケーションにおけるモ

ラルとマナーを理解する。
学習内容 指導上の留意点

【導入】
前時に学習した携帯電話のマナーを・本時の流れを説明。

指 振り返る（5）。

【展開】
情報科ポータルサイトにログイン。・ログインにとまどって

導 （3） いる生徒への援助。

前時に作成した新聞記事を読んでの・フォーラムに打ち込み
アップロード。マナー作文を入力し 。ファイリングファイリングファイリングファイリング

コンピュータ室内LAN上で する。発表発表発表発表
(15)

他の人の作文を読んでコメントを書・ （他の人から相互評価相互評価相互評価相互評価
く。(15) の評価は自分にしか見え

ない。）

気づいたことを口頭で発表する 5 ・ （振り返りを。（） 自己評価自己評価自己評価自己評価
行う）

【まとめ】
携帯電話のマナーの基本は「他人へ
の配慮」であることを伝える。(2)

2222----4444 考察考察考察考察

生徒へのアンケートによりディジタルポート

フォリオ活動の効果を検証した （ 月 日実。 10 27

施）

操作面については、実際に使っていき慣れて

くるに従ってもっとスムーズに学習が進むであ

ろう。

％の生徒がディジタルポートフォリオの活92

動が自分を高める上での一助になったと前向き

にとらえていることが分かる。

ディジタルポートフォリオ学習の意義を理解

させるまで教師が折に触れ説明する事がとても

大切であると感じた。

今後インターネットの家庭への普及率がます

ます高くなっていくと予想される。オンライン

でいつでも学習できる遠隔地学習( )環e-learning

境への展開も将来的に考えられるだろう。



これらから分かるように、おおむね良好に学

。習活動ができたとの印象の記述が多く見られた

また、さまざまな事情で欠席してしまった生

徒に対しても、最初の課題からやり直しがきく

点など柔軟に対応することができた。

本校では個人フォルダが設定されてないため

、この授業ポータルサイトを通して作品を提出し

いつでも振り返る機会が得られることは生徒の

学習環境の前進が図れたと思う。

2222----5555 技術資料技術資料技術資料技術資料

ディジタルポートフォリオの構築ツールとし

ては今回 を採用することにした。内留Moodle

期間前半は、相当の時間を割き での構築Xoops

を試みていたが、カスタマイズに非常に時間が

かかるなどしたためである。その点 はMoodle

教育管理に特化されたソフトである。今回使用

。した の機能は以下のようになっているver1.5.4

・授業資料の提示機能

（１）テキスト、ウェブページの作成公開

（２）ワープロ、 、プレゼンテーションなPDF

どのファイルやサイトへのリンク

（３）課題の提示

・コミュニケーション機能

（１）チャット、フォーラム（電子掲示板）

（２） やワークショップWiki

・評価機能

（１）小テストの提示

（２）課題の提出

（３）投票や他者の意見の評価

・活動の記録の機能

（１）ログイン日時の確認

（２）学習の進捗状況の確認

（３）ディスカッションの記録

、 をインストールし使用するにMoodle Xoops

あたってはともに次の３つのシステム環境が必

要である。

W e b Apache・ サ ー バ

PHP・プログラミング環境

MySQL・デ ー タ ベ ー ス

今回の研究にあたって についてはMoodle

で を使って動かした。合資会windows easyPHP

社 ラーニングサービスの「５分間インストーe

」 。ル を参考にノートパソコンに環境を構築した

についてはノートパソコンに上記３つXoops

をインストールし、 構築を試みていった。local

パッケージ化されたものもある。

参考 ：URL

合資会社 ラーニングサービスe

http://www.e-learning-service.co.jp/

ズープス公式サイト

http://xoopscube.jp/

３３３３ まとめまとめまとめまとめ

3333----1111 研究研究研究研究のののの成果成果成果成果

ディジタルポートフォリオは、情報科の授業

において自己を振り返る上で一定の効果があり

前向きに授業にあたれることが分かった。

3333----2222 今後今後今後今後のののの課題課題課題課題

継続して授業実践を行い、ディジタルポート

フォリオが単に振り返り活動にとどまらず、自

。己学習力の育成に有効であることを検証したい

今後はコンピュータ室内サーバにポートフォ

リオ学習環境を構築し を使って運用し他LAN

の先生方にも広めていく上での管理についても

考えていかねばならないだろう。

４４４４ 参考文献参考文献参考文献参考文献
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